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1.　はじめに

近年，学習者自らが問題を作成することで学習を

進める e ラーニングシステムの開発や教育実践がさま

ざま行われている（1）～（8）．著者らも平成 14 年度から

Web 上で学習者が問題を作成し，その問題を共有し

て学習を進める学習支援システム「CollabTest」の研

究を行っている．CollabTest は学習者が問題を作成で

きるだけでなく，学習者をグループに分類し，グルー

プ内で問題を相互に閲覧・評価できる点に特徴があ 

る（9）（10）．また，教員は学習者が作成した問題を収集

して確認テストとして公開できる．さらに，学習者は

学習の過程で付与されるポイントを競争できる（11）．

これまで，大学をはじめ小学校や高校などの教育現場

で CollabTest を利用してきた．平成 19 年度には Col-

labTest を利用した教育プログラムが現代的教育ニー

ズ取組支援プログラム（以下，現代 GP と略す）に採

択された．

平成 22 年度終了時点での CollabTest 利用者数は，

学習者 8,653 名， 教員 53 名とな っ た． また，Col-

labTest の教育実践事例は 168 科目となり，作成され

た問題数は 22,000 問を超えた．さらに，問題の相互

評価で投稿されたコメントは 52,000 件を超えた．こ

れらの教育実践から，CollabTest は授業外学習時間を

増加できる可能性があることや，CollabTest を利用し

た学生ほどテストの得点が高くなったことなどが示さ

れた（12）．また，教員へのアンケート調査では，約 7

割の教員が，CollabTestが授業に役立ったと解答した．

しかし，CollabTest を活用して作問や相互評価などの

教育効果を高める教育方法が明らかになっていないた

め，新規に CollabTest を利用する教員は授業の目標

を達成するために，どの機能をどのように活用すれば

よいかわかりにくいことが問題となっている．そのた

め，CollabTest に興味を持ちながら，授業での活用に

至らなかった教員もいた．また，CollabTest をうまく

活用できない教員もおり，教員によるシステム導入効
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